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また、同じく第4回に登壇し、「ホームセンターと電子工作をつなぐ」をコンセプトに設立されたファブラボ太宰府（福
岡県太宰府市）の運営母体は、ホームセンター「グッデイ事業」を展開する嘉穂無線（株）（福岡県那珂川町）。関連会社で「電
子工作（エレキット）事業」を行う（株）イーケイジャパン（福岡県太宰府市）内に2014年9月20日に開設した。

ファブラボ太宰府の特徴は、「ホームセンター事業」と「電子工作事業」という小売とメーカーのそれぞれの機能をつな
ぎ、活かす役割を持っていることで、かつ企業主体でファブラボを作った国内で最初の事例である。この組み合わせにより、
デジタルものづくりの関心層が女性や子供にも拡がりつつある。また、これまでは、売れるかどうか分からない中、企画段
階での試作の金型製作コストが課題となって商品化してこなかった個人のものづくりが、「ファブラボで試作」→「グッデ
イで販売」→「売れたらエレキットで量産」という流れを作り、売ることのハードルやリスクを下げて、マーケティングに
根差したものづくりを促進するという好循環を作っていくことを目指している。

九州に整備されつつあるものづくり拠点、日本の強みとして地域に蓄積されてきた産業の技術や人材などの資源を活かし
ながら、革新や新事業を創出していくためには、多様な人材のコラボレーションやトライアンドエラーを加速するオープン
ネットワークの環境整備が求められる。

生まれたアイデアや試作品を商品化するための地域企業とのネットワーク構築、商品開発から販売までの一連のハンズオ
ン支援のための産業支援機関との連携、地域の課題を解決するコミュニティの形成に継続して取り組んでいく必要がある。

（株）三松の工場
資料：（株）三松

資料：ファブラボ太宰府
ファブラボ日本会議の様子 ワークショップの様子

⑥シードアクセラレーター・投資家
ものづくりベンチャーの創出・成長のために、メンタリ

ング（伴走型）支援を行うアクセラレーター等の存在は非
常に重要であり、海外では、アメリカの「Bolt」、「Dragon 
Innovation」、「Highway1」、中国の「HAXLR8R（ハクセラ
レーター）」といった、ものづくり分野のアクセラレーターが
隆盛をしており、応募者が殺到、多くの起業家を輩出している。

一方我が国では、本格的なアクセラレーターの担い手がまだ
少ないのが現状である。2014年11月にオープンした「DMM.

make AKIBA」に入居している（株）ABBALab が提供する
「ABBALab Farm Program Scholarship」はその数少ない例
である。特にシード期のベンチャーを対象にしており、50～
1,000万円程度の資金を投入、初期の量産までサポートをし、
クラウドファンディングやその後の VC 出資につなげる役割
を担っている。また、様々なジャンルのメンターやパートナー
企業による座学講義、実習講義、メンタリングを受けさせるこ
とで、試作や製造、企業経営に必要なノウハウや知識を起業家
たちに供与している。
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また、ものづくりベンチャーにとって、成長のための大きな
ハードルの1つとして資金調達がある。ものづくり分野は一般
的に IT 分野よりもお金がかかり、資金回収にも時間がかかる
ため、ものづくりベンチャーに出資をするエンジェル投資家や
VC がまだ少ないのが現状である。なお、VC の投資対象とな
るためには、製品販売の実績が重要であるが、クラウドファン

ディングはこうした次の投資に向けた実績作りの一環にもなっ
ている。

以上のように、シードアクセラレーターやものづくりベン
チャーに出資をするエンジェル投資家や VC を増やしていく
ことが、我が国におけるものづくりベンチャーの創出・成長の
ために必要である。

DMM が設備を、（株）ABBALab が資金とノウハウを、そして（株）Cerevo が先達
としてメンターの役割を果たす一大拠点「DMM.make AKIBA」

2014年11月、秋葉原にハードウェア開発に必要な最新機材を取りそろえた一大拠点がオープンした。「作れない言い訳
をなくすための施設を作りたかった」と同施設に入居する（株）ABBALab 代表でもあり、DMM.make の統括プロデュー
サーを務める小笠原氏は想いを込める。

総額約5億円の工作機械や性能検査に必要な最新の機材を備え、100台程度の少量生産まで行うことが可能な施設を秋葉
原のど真ん中に作ったことも驚きではあるが、シードアクセラレーションプログラムを提供する（株）ABBALab とものづ
くりベンチャーの先駆者である（株）Cerevo がメンターとしてベンチャーたちの育成に携わっていることが他の施設とは
一線を画する大きな特徴である。

特に、（株）ABBALab が同施設に入居したことは特筆すべきことである。IT 分野への投資家やアクセラレーターが
主流を占めるなかで、製造業分野のアクセラレーターはまだまだ稀有な存在である。同社が提供する「ABBALab Farm 
Program Scholarship」は、トライアウトに合格し、その後の定期的な成果報告で、都度支援継続か否かが問われる厳し
いプログラムである。資金提供金額に応じて、株式の一部や商品の販売権、商品に関わるライセンスなどに関するリターン
が設定される。支援資金は50～1,000万円と量産試作まで行うには十分な金額である。その後のクラウドファンディング
や VC 出資などにつなげていく橋渡しの役割を同社が担っている。

ものづくりベンチャーにとって、同社の存在はたいへん貴重である。特に、シード期のものづくりベンチャーに投資をす
る VC は現在の日本では皆無に近い。IT 系のシード・アーリーステージのベンチャーに資金は流れるが、製造業のシード・
アーリーステージには流れ込まない。この流れを変えるのが（株）ABBALab であり、多くのものづくりベンチャーが世界
にはばたくことをサポートすることで、このステージに流れこむエンジェル投資家や VC が現れるきっかけになるだろう。
また、同社は現在、シード期のものづくりベンチャーを投資対象とするファンドを組成しようと計画しているところである
が、この動きに興味を示し、協力をしようとしているのは、残念なことに欧米や台湾の企業であり日本企業からの色よい返
事はないそうだ。欧米や台湾企業が、今までの「大量生産・大量消費」の時代から、「適量生産・適量消費」に舵を切り、
ものづくりベンチャーに対しても投資対象として、またビジネスパートナーとして、大きく評価をし始めているなかで、日
本企業は世界の大きな動きから取り残されつつある。今チャレンジをすれば、まだまだ主導権を握れるチャンスはあるはず
であり、我が国製造業の底力を見せるには、今が正念場である。

コラム

DMM.make AKIBA の様子
資料：DMM.make AKIBA
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「ABBALab Farm Program Scholarship」のスキーム
資料：（株）ABBALab

⑦今後に向けて
IoT 時代を迎え、ソフトとハードの両方を見据えた新しいビ

ジネス構築が重要性を増しており、政策的な対応も両方を見据
えて進めることが必要である。

また、ベンチャー企業にとって、先輩起業家から後輩起業家
へのメンタリング（伴走型）支援は非常に重要である。特に、
ものづくりにおいては、量産化のノウハウ、量産工場等との
ネットワーク、クラウドファンディングにおけるノウハウ等が
成功率を高めるために必要となる。国内でメンタリング（伴走
型）支援の仕組みを構築し、ものづくりベンチャーの成功率を
上げ、我が国の得意なものづくりで成功例を蓄積していくこと
が、ベンチャーエコシステム形成のために求められている。

一方で、ものづくりベンチャーの集積地として、資金調達の
しやすさからシリコンバレー、量産・製品開発のしやすさから
深圳、等という形で地域間競争が始まっている。日本において
も、量産・製品開発のノウハウ・設備を持つ製造大企業や地場
の中小製造企業の集積を発掘、製造大企業や中小製造企業の集
積とものづくりベンチャーやアクセラレーター等関係者間の
ネットワーク構築を促し、量産・製品開発のしやすさを向上さ
せることで、国内外を問わずものづくりベンチャーを日本に集
積させ、日本でものづくりベンチャーの永続的なエコシステム
を形成すること、日本がグローバルなエコシステムのコアとな
ることが重要である。


